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[招待講演] 映像検索への音声工学からのアプローチ
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概要：インターネット上の大量の消費者映像から，そのコンテンツを解析して，情報を抽出する映像意味

検索技術が盛んに研究されている．その中で，毎年米国で開催されている TRECVIDは，世界の有力研究

機関が集まって共通のタスクでの性能を競い合うワークショップで，最先端技術のショーケースとなって

いる．ここでは，TRECVIDタスクのうち，特に意味インデクシングとマルチメディアイベント検出の 2

つに焦点を当て，それらにおいて，音声工学でこれまで培われてきた方法論や開発されてきた特徴量がど

のように貢献しているかを解説する．さらに，今後のマルチメディア検索技術の展開を予想する．

インターネット上の映像の中身 (コンテンツ)を解析し

て，そこから意味の情報を抽出する技術，Content-Based

Video Retrieval (CBVR)の研究が盛んに行われている．映

像信号の特徴 (低次特徴)と人間にとって意味のある概念

(高次特徴）の間には大きな乖離があり，このセマンティッ

ク・ギャップの克服がもっとも大きな課題となっている．

TRECVID [1], [2]は米国の国立標準技術研究所 (NIST)

主催の映像検索のワークショップである．TRECから 2001

年に独立した．共通のタスクを設定してその性能を競うク

ローズドな競争型のワークショップである．IBM, CMU,

Columbia大, アムステルダム大などが参加しており，日本

からも NII, NTT, 東工大などが参加している．映像検索

のトップクラスの研究者が集まっており，いわば最先端技

術のショーケースとなっている．

例えば Semantic INdexing(SIN)は映像のショットから

「コンセプト」を抽出するタスクである．ここでのショッ

トとはカメラの切り替わりで区切られる区間を指し，通常

数秒～30秒程度である．コンセプトは，オブジェクト (犬，

椅子など)，シーン (夜景，屋外など)，アクション (歌う，踊

るなど)である．主な手法は SIFT(Scale Invariant Feature

Transform)などの局所特徴を量子化したコードブックを

用いる BoW(Bag of Words)である．

また，Multimedia Event Detection (MED)は映像のク

リップから「イベント」を検出するタスクである．クリッ

プの長さは 30秒～3分程度であり，通常複数のショットか

ら成る．ここで，イベントとは，人間と人間との間や人間

から事物への行動を指す．「タイヤを交換している」，「誕
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生日を祝っている」などがその例である．従来は，SINの

手法をそのまま適用するアプローチが主流であったが，近

年，意味インデクシング，音声認識，OCRなどの識別器や

入力特徴量のクラスタリングから得られた情報を「中間表

現」とし，それらを入力とした検出器を設計するアプロー

チが試みられている．

音声工学発の技術は主に以下の 3つの側面で重要な役割

を果している [3]．

( 1 ) 多くのコンセプト・イベントを検出するために，音声・

音響特徴が画像特徴を補完する役割を果たす．

( 2 ) 音声で培われた GMM, HMMなどの統計・確率的ア

プローチ，及び，その頑健性を高める様々な手法は，

しばしば有効である [4]．また，Deep Learningも今後

の展開が期待される [5]．

( 3 ) リアルタイム動作の必要性から培われた高速化技術が

開発効率の向上に貢献している．
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